
令和７年度　第１回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

 

日時　　令和 7 年 9 月 19 日（金） 

10 時 0０分～12 時 00 分 

場所　　倉吉市役所第２庁舎 301 会議室 

 

 

１．　開会 

 

２．　あいさつ 

 

３．　会長選出 

 

４．　議題 

　　　　（１）　第９期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の進捗状況について 

　　　　（２）　令和６年度介護保険事業特別会計決算について 

　　　　（３）　令和７年度介護保険事業特別会計予算について 

　　　　（４）　令和６年度の介護事業所の開設と今後の施設整備について 

　　　　（５）　第１０期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定スケジュールについて 

　　　　（６）　地域包括支援センターの運営状況について 

 

５．　その他 

 

６．　閉会 

 

 

 

 

【資料１】　倉吉市いきいき長寿社会推進協議会委員名簿 

【資料２】　倉吉市いきいき長寿社会推進協議会設置要綱 

【資料３】　各施策の実施計画・自己評価シート 

【資料４】　令和６年度介護保険事業特別会計決算書 

【資料５】　令和７年度介護保険事業特別会計予算書 

【資料６】　令和６年度の介護事業所の開設と今後の施設整備 

【資料７】　第１０期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定スケジュール 

【資料８】　地域包括支援センターの運営状況 

 



倉吉市いきいき長寿社会推進協議会委員名簿 

 

（任期 ： 令和５年１０月４日 ～ 令和８年３月３１日） 

 

 

区　　分 氏　　　名 所   　　 属

1 関係機関 　涌嶋　祐二 　倉吉市社会福祉協議会

2 関係機関 　小田　美代子 　倉吉市民生児童委員連合協議会

3 関係機関 　足利　範彦 　倉吉市自治公民館連合会

4 関係機関 　山根　弘二 　倉吉市公民館連絡協議会

5 関係機関 　齋木　英宏 　倉吉市老人クラブ連合会

6 関係機関 　福羅　匡普 　鳥取県中部医師会

7 関係機関 　梶本　由香 　鳥取県老人福祉施設協議会

8 関係機関 　生原　加奈江 　鳥取県老人保健施設協会

9 関係機関 　横山　理恵 　鳥取県社会福祉士会

10 関係機関 　岩床　淳弘 　鳥取県介護支援専門員連絡協議会中部支部

11 関係機関 　花田　幸子 　地域包括支援センター

12 学識経験者 　青木　淳英 　学校法人　藤田学院　鳥取短期大学

13 住民代表 　田中　美史 　公募委員

14 住民代表 　明里　英和 　公募委員
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倉吉市いきいき長寿社会推進協議会設置要綱 

 

（設置） 

第１条　高齢者が住みなれた地域や家庭において、豊かで活力のある生活を送ることができるよう、関係者

の幅広い参画を得て、高齢者福祉に関する諸施策について協議するため、倉吉市いきいき長寿社会推進

協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条　協議会は、次に掲げる事項について協議する。 

(１)　倉吉市介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定・評価・推進に関すること。 

(２)　地域包括支援センターの適切、公正かつ中立な運営を図ることを目的とした地域包括支援センター

運営協議会の機能に関すること。  

(３)　その他高齢者福祉に関すること。 

（組織） 

第３条　協議会は、委員14人以内で組織する。 

２　協議会の委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(１)　次に掲げる機関又は団体から推薦を受けた者　11人以内 

ア　倉吉市社会福祉協議会 

イ　倉吉市民生児童委員連合協議会 

ウ　倉吉市自治公民館連合会 

エ　倉吉市公民館連絡協議会 

オ　倉吉市老人クラブ連合会 

カ　鳥取県中部医師会 

キ　鳥取県老人福祉施設協議会 

ク　鳥取県老人保健施設協会 

ケ　鳥取県社会福祉士会 

コ　鳥取県介護支援専門員連絡協議会中部支部 

サ　地域包括支援センター 

(２)　学識経験者　１人 

(３)　公募による者　２人以内 

（任期） 

第４条　委員の任期は、委嘱した日から２年を経過した日の属する年度の末日までとする。ただし、補欠の

委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２　委員は、再任されることができる。 

３　前条第２項第１号の委員が推薦を受けた機関又は団体に属しなくなったときは、当該委員は、解任され

たものとする。 

（会長及び副会長） 

第５条　協議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。 

２　会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 
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（会議） 

第６条　協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が必要に応じて招集し、会長が議長となる。 

２　協議会は、必要に応じ、会議に委員以外の者の出席を求め、説明又は意見を聴くことができる。 

（部会） 

第７条　第２条各号に掲げる事項を検討するため、必要があると認めるときは、協議会に部会を置くことが

できる。 

２ 部会は、計画に関する進捗状況の把握・評価、目標値、新たな施策等の検討を行う。 

３ 部会のメンバーは、委員長が別に定める。  

４ 部会に部会長を置き、委員長が指名する。  

５ 部会長は、部会における協議の経過及び結果を協議会に報告する。  

（守秘義務） 

第８条　委員、委員の職にあった者及び第６条第２項の規定により会議に出席した者は、正当な理由なしに、

当該事務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。 

（事務局） 

第９条　協議会の事務局を健康福祉部長寿社会課に置く。 

（その他） 

第10条　この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 

附　則 

（施行期日） 

１　この要綱は、平成17年７月15日から施行する。 

（倉吉市高齢者保健福祉事業推進委員会設置要綱の廃止） 

２　倉吉市高齢者保健福祉事業推進委員会設置要綱は廃止する。 

附　則 

この要綱は、平成18年７月20日から施行する。 

附　則 

この要綱は、平成26年９月１日から施行する。 

附　則 

この要綱は、平成30年４月１日から施行する。 

附　則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ①在宅生活支援体制の確立
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

○高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるため、身近な相談窓口を充実させるとともに、地域住民の協力のも
と、地域の実情に応じた見守り・支え合い活動や、生活支援・介護予防支援を充実させます。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法

＜現状＞
○高齢化、核家族化（一世帯当たりの人員数の減少）単身世帯の増加等により、支援を必要とする高齢者が増加する
中、各日常生活圏域と市全域を担当する生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員）を配置し、協議体を設置
することで、生活支援の体制づくりに努めています。
○一人暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯が増加しており、各種の高齢者福祉サービスの利用も増えています。
○75歳以上の高齢者を対象とした敬老事業、100歳以上の高齢者を対象とした敬老の日記念事業を行っています。
○生活面の困りごと、相談が増えています。また、個別ケースの検討を行う、地域ケア会議を開催するケースも増え
ています。
○避難行動要支援者名簿の作成と定期的な見直し、民生児童委員・地域包括支援センターとの情報共有を行っていま
す。
〇緊急通報システムについては、利用者が減少しています。
〇地域包括支援センターによる評価が義務づけされています。評価はおおむね良好です。
＜課題＞
○高齢者が「安心して暮らせる」ことに向けて、地域住民自らが、「高齢者の困り事」を「我が事」として捉え、対
応策を話し合える体制づくりと身近な相談窓口の充実が必要です。
○話し合いから生み出される地域住民による支え合いと公的支援が連動した、切れ目のない支援が必要です。
○多様な生活支援ニーズに対応するため、ボランティア、社会福祉法人等の生活支援・介護予防サービスを担う事業
主体の支援、協働体制の充実・強化が必要となっています。
○敬老事業について、地域住民が高齢者の福祉への関心と理解を深め、対象の高齢者に喜ばれる事業にしていく必要
があります
○避難行動要支援者名簿は、災害に備えて平常時から自治公民館等へ提供できることとなっており、周知・活用が必
要です。
〇緊急通報システムについて、現状の緊急通報システムを維持しつつ、より利便性の高いシステムについて検討が必
要
○重層的支援体制整備事業により、関係機関と連携を図りながら、「断らない相談」、「切れ目のない支援」を行う
ため、世代や属性を問わない包括的な相談支援の体制を拡充が必要。
○地域包括支援センターの事務削減や業務の整理を進めるとともに、定期的な評価と公表により、適正な運営を図る
必要があります。

○生活支援の体制づくりの促進
○高齢者福祉サービスの充実
○安心・安全対策、災害・感染症対策に係る体制整備
○地域包支援センターの適正な運営

現状値
（令和４年度）

目標値
（令和６年度）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和８年度）

計画 － 700 730 760

実績 660 692

計画 － 55.0 56.0 57.0

実績 54.6 44.3

（※１）出典　倉吉市民意識調査

指標名

高齢者に関する
相談件数【件】

高齢期も安心して暮らせるま
ちと思う市民の割合 【％】（※
１）
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 
基
本
目
標
１
　
地
域
で
互
い
に
支
え
合
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く

り

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
①
在
宅
生
活
支
援

体
制
の
確
立
 

 高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る

た
め
、
身
近
な
相

談
窓
口
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
協
力

の
も
と
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
見

守
り
・
支
え
合
い

活
動
や
、
生
活
支

援
・
介
護
予
防
支

援
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
 

 （
計
画
書

P4
4～

P4
9）

１
 生

活
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
促
進
 

○
地

域
の

サ
ロ
ン

活
動
へ

の
参
加

や
地
域

ケ
ア
会

議
な
ど

の
個
別

の
支

援
会
議

に
出
席

し
、
高

齢
者
の

生
活
課

題
の
把

握
に
努

め
た
。
 

○
話

し
合

い
の
場

（
第
２

層
協
議

体
）
が

新
規
に

１
地
区

設
置
さ

れ
 

た
。（

関
金

）
 

継
続

し
て
未
設

置
の
地

区
へ
働

き
か
け

を
行
っ

た
。
 

○
新

規
の

相
談
窓

口
が
３

か
所
新

規
開
設

さ
れ
た

。（
上
井
・

社
・

高

城
）
 

○
市

全
域

の
課
題

の
把
握

、
解
決

に
向
け

て
第
１

層
の
協

議
体
を

開
催

し
た

。

１
 生

活
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
促
進
 

○
話

し
合

い
の

場
（
第

２
層

協
議

体
）
の

全
地

区
設

置
に

向
け

て
、
未

設

置
２

地
区

（
明

倫
・

社
）

へ
積

極
的

な
働

き
か

け
を

行
う

。
 

○
地

域
に

お
け

る
困

り
ご

と
等

の
相

談
窓

口
の

設
置

を
推

進
す

る
。
 

○
話

し
合

い
の

場
（
第

２
層

協
議

体
）
で

の
話

し
合

い
を

促
進

し
、
地

域

の
支

え
合

い
の

仕
組

み
づ

く
り

を
支

援
す

る
。
 

○
市

全
域

の
生

活
支

援
に

向
け

た
体

制
づ

く
り

を
促

進
で

き
る

よ
う

、

第
１

層
協

議
体

の
定

期
的

な
開

催
に

努
め

る
。
 

 
２
 高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

○
地

区
の

意
向
に

合
わ
せ

た
参
集

型
の
敬

老
事
業

・
記
念

品
贈
呈

等
の

取
組
へ

支
援
を

行
っ
た

。
 

・
敬

老
事
業

対
象
者

　
在
宅

9
,
09

2
人
、
施

設
26

4
人
 

・
1
0
0
歳
以

上
7
9
人
（

う
ち
新

10
0
歳

36
人
）
　

最
高
齢

10
6
歳
 

○
聴

力
低

下
に
よ

り
日
常

生
活
に

支
障
が

出
て
い

る
高
齢

者
を
対

象

に
、
補

聴
器
の

購
入
費

補
助
制

度
を
開

始
し
た

。
 

・
補

助
実
績

　
6
5
人
 

○
介

護
保

険
外
の

事
業
を

継
続
し

て
実
施

し
在
宅

生
活
を

支
援
し

た
。
 

・
配

食
サ
ー

ビ
ス
事

業
　
利

用
者
数

1
3
8
人

　
1
6,

3
76

食
 

・
家

族
介
護

用
品
購

入
費
助

成
事
業

　
利
用

者
数

2
6
人
 

・
軽

度
生
活

援
助
事

業
　
利

用
者
延

1
0
0
人

　
延

9
44

時
間

２
 高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

○
敬

老
事

業
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
自

主
的

な
事

業
と

な

る
よ

う
、

引
き

続
き

支
援

を
行

う
。
 

○
配

食
サ

ー
ビ

ス
等

、
既

存
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

分
析

を
行

い
、

ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

必
要

な
見

直
し

、
新

た
な

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
を

検
討

す
る

。
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高
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【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
○

生
活

管
理
指
導

短
期
宿

泊
事
業

に
つ
い

て
、
虐

待
等
で

止
む
を

得
な

い
場
合

に
は
２

週
間
を

超
え
て

利
用
で

き
る
よ

う
見
直

し
を
行

っ

た
。
 

・
生

活
管

理
指
導

短
期
宿

泊
事
業

　
利
用

者
数

1
6
人

　
延

1
6
5
日

 
  

３
 安

心
・
安
全
対
策
、
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備
 

○
必

要
と

さ
れ

る
方

に
対

し
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
の

貸
与

を
継

続
し

た
。
 

　
・

令
和

６
年
度

末
　
設

置
台
数

63
台
 

○
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

新
規

作
成

と
既

登
録

者
の

定
期

的
な

見

直
し

を
行

い
、

名
簿

情
報

を
民

生
児

童
委

員
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
に

情
報
共

有
し
た

。
 

　
・

令
和

６
年
度

　
情
報

共
有
　

15
,
50

3
人

３
 安

心
・
安
全
対
策
、
災
害
・
感
染
症
対
策
に
係
る
体
制
整
備
 

○
緊

急
通

報
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
、

I
CT

等
を

活
用

し
た

事
例

等
を

研

究
し

、
よ

り
利

便
性

の
高

い
シ

ス
テ

ム
の

導
入

を
検

討
す

る
。
 

○
避

難
行

動
要

支
援

者
名

簿
の

管
理

、
関

係
機

関
等

へ
の

情
報

共
有

を

継
続

し
、

見
守

り
体

制
の

維
持

・
強

化
を

図
る

。
 

○
避

難
行

動
要

支
援

者
の

把
握

に
つ

い
て

、
高

齢
者

実
態

調
査

の
対

象

者
を

整
理

す
る

と
と

も
に

調
査

方
法

を
見

直
す

こ
と

で
、

民
生

委
員

の
負

担
を

軽
減

し
つ

つ
要

支
援

者
の

確
実

な
把

握
が

で
き

る
よ

う
見

直
し

を
行

う
。

 
４
 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営
 

○
包

括
的

な
相
談

窓
口
と

し
て
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

を
運
営

委
託

し
た
。
 

・
延

相
談
件

数
　
1
9
,6

1
0
件
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
だ
け

で
は
解

決
で
き

な
い
問

題
等
に

つ
い

て
、

警
察
・
あ

ん
し
ん

相
談
支

援
セ
ン

タ
ー
等

他
機
関

と
協
力

す
る

こ
と

で
問
題
解

決
へ
向

け
支
援

し
た
。
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
の
自

己
評
価

及
び
ヒ

ア
リ
ン

グ
を
行

い
、

よ
り

き
め
細
か

い
包
括

的
支
援

業
務
が

行
え
る

よ
う
、

現
状
及

び
課

題
の

把
握
を
行

っ
た
。

４
 地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
適
正
運
営
 

○
包

括
的

支
援

業
務

の
質

の
向

上
と

、
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化

を
図

る

た
め

、
業

務
の

評
価

を
適

正
に

行
い

、
PD
C
A
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

適
切

な
業

務
運

営
が

行
え

る
よ

う
支

援
す

る
。
 

○
介

護
予

防
支

援
に

係
る

ケ
ア

プ
ラ

ン
作

成
業

務
が

負
担

と
な

っ
て

い

る
現

状
が

あ
る

た
め

、
負

担
を

軽
減

で
き

る
よ

う
委

託
内

容
・

条
件

を
見

直
す

。
 

○
必

要
に

応
じ

関
係

機
関

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
包

括
的

な
相

談
及

び

支
援

が
行

え
る

体
制

の
強

化
を

支
援

す
る

。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ②高齢者が活躍できる場づくり
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

○高齢者が、生きがいをもっていきいきと暮らしていけるように、さまざまな活動に参加できる機会を充実させると
ともに、地域づくりの担い手としても活躍できるように支援します。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法

＜現状＞
〇伯耆しあわせの郷等の施設では、各種文化系の教室やスポーツ教室等が開催されており、高齢者の生きがいづくりや健康づく
りの場となっています。
〇市内には43クラブ約1,700人が老人クラブの活動を行っていますが、クラブ数、会員数ともに年々減少しています。
〇生活支援コーディネーターがコロナ後の「集落サロン」の活動状況を把握したところ、活動を廃止したり、休止しているサロン
があることがわかりました。また、地区の集いの場として、「地区サロン」を開催する地区があります。活動休止中の１地区を
含む８地区で地区サロンが設置されています。
〇公益社団法人倉吉市シルバー人材センターは会員数が248人と年々減少し、会員の平均年齢も高齢化しています。新型コロナの
影響で、受注件数、契約金額とも大幅に減少しましたが、少しずつ回復しているものの、厳しい運営状況が続いています。

＜課題＞
○伯耆しあわせの郷等の施設では、新型コロナの影響を受けて、教室等の利用が減ったり、イベント等が開催できなかったりした
ため、利用者数がコロナ禍前の状況まで回復していません。施設整備から年数が経過し、大規模修繕が必要となっています。
〇老人クラブは新規加入者が少ないこと、会員が高齢化していること、役員等の担い手が不足しています。
〇「集落サロン」では参加者が固定化・高齢化しており、世話役などの担い手が不足しています。サロンにより活動の内容は
様々ですが、活動内容を考えたり、工夫したりすることが必要となっています。
〇シルバー人材センターの登録会員数は、定年延長の影響もあり減少傾向です。
〇高齢者の、さまざまな活動に参加できる機会の充実と、地域づくりの担い手としても活躍できる環境づくりが必要です。

○伯耆しあわせの郷事業の実施
○老人クラブ活動への支援
○身近な通いの場・サロン活動の促進
○高齢者の就労的活動の支援
○ボランティア活動の促進

現状値
（令和４年度）

目標値
（令和６年度）

目標値
（令和７年度）

目標値
（令和８年度）

計画 － 2,300 2,400 2,500

実績 2,163 2,444

計画 － 1,800 1,850 1,900

実績 1,796 1,593

計画 － 255 260 265

実績 248 263

計画 － 135 140 145

実績 123 122

計画 － 28.0 28.0 30.0

実績 27.6 25.7

（※１）出典　倉吉市民意識調査（調査対象者：65歳以上市民）

指標名

伯耆しあわせの郷
教室の高齢受講者数【人】

老人クラブ加入者数【人】

シルバー人材センター
会員数【人】

介護支援ボランティア
登録者数【人】

地域において何か活動してい
る高齢者の割合
　【％】（※１）
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 

 
基
本
目
標
１
　
地
域
で
互
い
に
支
え
合
い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
共
生
の
ま
ち
づ
く

り

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
②
高
齢
者
が
活
躍

で
き
る
場
づ
く
り
 

 高
齢
者
が
、
生

き
が
い
を
も
っ
て

い
き
い
き
と
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
参
加
で
き

る
機
会
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、

地
域
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
も
活

躍
で
き
る
よ
う
に

支
援
し
ま
す
。
 

 

（
計
画
書

P5
0～

P5
2）

 

１
 伯

耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業
の
実
施
 

○
指

定
管

理
者

に
運

営
委

託
し

、
高

齢
者

を
中

心
と

し
た

地
域

住
民

の

生
活
文

化
の
向

上
及
び

健
康
増

進
を
図

る
事
業

を
実
施

し
た
。
 

○
教

室
の

内
容

を
見

直
し

、
受

講
者

の
多

い
教

室
の

開
催

回
数

を
増

や

す
等

工
夫

を
行

い
、

コ
ロ

ナ
禍

で
減

少
し

て
い

た
利

用
者

数
も

回
復

し
て

い
る
。
 

・
利

用
者
数

　
5
3,

6
27

人
 

○
施

設
を

安
心

し
て

利
用

で
き

る
よ

う
、

設
備

の
修

繕
や

周
辺

の
環

境

整
備

を
行
っ
た

。

１
 伯

耆
し
あ
わ
せ
の
郷
事
業
の
実
施
 

○
指

定
管

理
者

と
連

携
し

、
よ

り
多

く
の

人
が

参
加

で
き

る
健

康
増

進
・

趣
味

活
動

を
充

実
さ

せ
、

生
き

が
い

・
健

康
づ

く
り

を
促

進
す

る
。
 

○
施

設
の

老
朽

化
に

よ
り

必
要

と
な

っ
た

補
修

を
計

画
的

に
行

い
、

今

後
も

生
活

文
化

の
向

上
及

び
健

康
増

進
を

図
る

事
業

の
拠

点
と

し
て

安
定

的
に

使
用

で
き

る
よ

う
維

持
管

理
を

行
う

。
 

○
令

和
７

年
度

か
ら

８
年

度
に

か
け

て
ト

イ
レ

の
洋

式
化

工
事

を
行

い
、

利
便

性
の

向
上

を
図

る
。

 
２
 老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
 

○
高

齢
者

の
生

き
が

い
や

健
康

づ
く

り
を

推
進

す
る

た
め

、
老

人
ク

ラ

ブ
活
動

に
対
し

補
助
金

の
交
付

及
び
活

動
支
援

を
行
っ

た
。
 

・
1
連

合
会

、
4
0
ク

ラ
ブ
　

1,
5
93

人
　
（

R7
.
3.

3
1
現

在
）

２
 老

人
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
 

○
活

動
へ

の
補

助
等

の
支

援
を

継
続

し
、

生
き

が
い

づ
く

り
や

健
康

づ

く
り

を
支

援
す

る
こ

と
で

健
康

長
寿

を
促

進
す

る
。
 

○
会

員
増

加
、

役
員

や
運

営
の

担
い

手
育

成
等

の
活

動
事

業
へ

の
支

援

を
行

い
、

継
続

的
に

安
定

し
た

活
動

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

 
３
 身

近
な
通
い
の
場
・
サ
ロ
ン
活
動
の
促
進
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
、

地
域

の
集

い
の

場
、

相

談
で
き

る
場
の

設
置
・

運
営
支

援
を
行

っ
た
。
 

・
新

規
地
区
サ

ロ
ン
立

ち
上
げ

　
３
地

区
（
上

井
・
成

徳
・
高

城
）

　

・
新

規
集
落
サ

ロ
ン
　

10
サ
ロ

ン
（
R
7
.3

.
31

時
点

9
7
サ

ロ
ン

）

３
 身

近
な
通
い
の
場
・
サ
ロ
ン
活
動
の
促
進
 

○
集

落
サ

ロ
ン

の
実

施
状

況
を

把
握

し
、

情
報

共
有

、
運

営
支

援
を

継

続
し

、
引

き
続

き
新

規
サ

ロ
ン

の
立

ち
上

げ
、

休
止

中
サ

ロ
ン

の
再

開

の
支

援
を

行
う

こ
と

で
地

域
の

集
い

の
場

等
の

充
実

を
図

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
   

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
り

、
サ

ロ
ン

の
実

態
の

把
握

を

し
、
地

域
資
源

マ
ッ
プ

を
作
成

し
、
関

係
者
に

共
有
し

た
。
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

サ
ロ

ン
の

世
話

人
交

流
会

の
実

施

を
支
援

し
た
。
 

　
・

世
話

人
交
流

会
実
績

　
1
9
回

○
地

域
や

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

で
把

握
し

た
独

居
等

で
気

に
な

る
方

へ

サ
ロ

ン
参

加
の

呼
び

か
け

を
行

い
、

孤
立

予
防

・
解

消
を

図
る

。
 

○
サ

ロ
ン

交
流

会
や

世
話

人
交

流
会

の
実

施
を

拡
大

し
、

情
報

共
有

や

運
営

者
の

負
担

軽
減

を
図

り
、

継
続

的
な

運
営

が
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

 
４
 高

齢
者
の
就
労
的
活
動
の
支
援
 

○
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

補
助

金
を

交
付

し
、

運
営

を
支

援
す

る

こ
と

で
、

高
齢

者
の

就
労

機
会

の
確

保
と

、
社

会
参

加
の

促
進

支
援

を
行
っ

た
。
 

・
会

員
数

2
63

人
（

R7
.
3.

3
1
現
在

）
 

○
軽

度
生

活
援

助
事

業
の

援
助

活
動

の
内

容
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、

利
用

者
負

担
金

の
見

直
し

を
行

い
、

チ
ラ

シ
を

作
成

し
事

業
の

周
知

の
工
夫

を
行
っ

た
。
 

　
・

利
用

者
負

担
金

の
上

限
を

１
回

あ
た

り
2
5
0
円

か
ら

１
時

間
あ

た

り
4
00

円
へ
引

き
上
げ

（
R
7.

4
.1

施
行

）
 

・
（

参
考

）
登
録

利
用
者

延
人
数

1
0
0
人

　
延
利

用
時
間

9
4
4
時

間

４
 高

齢
者
の
就
労
的
活
動
の
支
援
 

○
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
へ

の
補

助
を

継
続

し
、

運
営

の
安

定
化

を

支
援

す
る

こ
と

で
、

高
齢

者
の

社
会

参
画

を
促

進
す

る
。
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

と
連

携
し

、
会

員
増

加
・

取
組

の

創
出

に
向

け
た

支
援

を
行

う
。
 

○
軽

度
生

活
援

助
事

業
を

住
民

・
関

係
機

関
等

へ
広

く
周

知
す

る
こ

と

で
利

用
者

の
増

加
を

図
る

。

 
５
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
 

○
介

護
支

援
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
事
業

の
周
知
（
市
報
・
チ
ラ
シ

）
と
研
修

会

を
実
施

す
る
と

と
も
に

、
Ｑ
＆

Ａ
の
改

訂
を
行

っ
た
。
 

受
入

施
設
：
4
3
カ
所
（

新
規
１

か
所
）
 

登
録
人

数
：
1
1
8
人

（
令
和

６
年
度

　
新
規

登
録
７

人
）
 

５
 ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
 

○
介

護
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
事

業
の

周
知

や
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

の

研
修

会
を

継
続

し
、

登
録

者
数

の
拡

大
を

図
る

。
 

○
受

入
施

設
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

施
設

に
対

し
て

新
規

受
入

や
受

入

再
開

を
働

き
か

け
る

。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ③健康寿命延伸に向けた介護予防の充実
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

○高齢者が健やかに自分らしく暮らせることを目指して、フレイル対策をはじめとする介護予防の啓発と、介護予防
に取り組める場の拡充、自立支援・重度化防止の取り組みを進めます。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法

＜現状＞ 
○高齢期の生活に合わせた健康管理をするために、健康教室・健康相談・健診とその後の保健指導等を行っています。
○医療・介護・福祉の専門職等がサロン等において、生活習慣病予防やフレイル予防についての健康教育や啓発を行っています。
○一般介護予防については、「なごもう会」「元気あっぷ教室」を実施、事業拡大については、地域包括支援センターによる
「介護予防教室」「認知症予防教室」の開催と、教室終了後の住民主体サロンへの移行支援により図っています。
○近年の要介護（支援）認定者数と認定率は横ばいで推移しており、他保険者との比較においては比較的重症化予防がされてい
ますが、今後、後期高齢者の増加に伴い、認定者数の増加と重度化が見込まれます。
○自立支援・重度化防止については、地域包括支援センターによるケアマネジメント支援等を行っています。また、要支援者の自
立支援に資する地域ケア会議を行っています。

＜課題＞
○本市は県内でも高齢者の健診受診率が低い状況となっています。そのため、より多くの高齢者に健診受診してもらい、必要な
保健指導に繋げることが必要です。結果として平均寿命と健康寿命の差を縮小することが必要です。
〇「なごもう会」は地区によって、参加者が少ないところがあります。「元気あっぷ教室」は利用者が少ない状況です。事業の
周知を図りながら、その機能やニーズを検証し、適宜取組み方法の改善が必要です。
〇元気な高齢者については生活機能が低下する前からの予防、また要介護状態になるおそれの高い高齢者については、早期発見
と自立支援・重度化防止の取組みが必要です。
〇取り組みを効果的に行うためには、①高齢者が介護予防に取り組める場の拡大、②リハビリテーション専門職等の関与の推進、
③エビデンスに基づいた取り組みが必要です。

○高齢者の健康づくりの促進
〇介護予防の意識啓発・広報と機会拡充
○介護予防の機能強化
〇軽度認定者への自立支援・重度化防止に資する取組み

指標名
現状値

（R４年度）
目標値

（R６年度）
目標値

（R７年度）
目標値

（R８年度）

計画 － 117 118 120

実績 115 98

計画 － 1,600 1,700 1,800

実績 1,548 1,115

計画 － 2,600 2,800 3,000

実績 2,543 2,295

計画 － 17.5 17.4 17.4

実績 17.7 18.0

計画 － 9.2 9.1 9.1

実績 9.3 9.2

通いの場の開設箇所数
【か所】

通いの場の参加者数
【人】

介護予防教室の参加者
数【人】

要介護・要支援認定と
なった市民の割合【％】

要介護２以上となった
市民の割合【％】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 

 
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
③

健
康

寿
命

延
伸

に
向

け
た

介
護

予

防
の
充
実
 

 高
齢

者
が

健
や

か
に

自
分

ら
し

く

暮
ら
せ
る
こ
と
を

目
指
し
て
、
フ
レ
イ

ル
対

策
を

は
じ

め
と

す
る

介
護

予
防

の
啓
発
と
、
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る

場
の
拡
充
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止

の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
 

 

（
計
画
書

P5
3～

P5
5）

 

１
 高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

○
庁

内
関

係
課
（

健
康
推

進
課
・

保
険
年

金
課
）

に
よ
る

連
携
会

議
等

に
よ
り

事
業
内

容
の
共

有
を
図

っ
た
。
 

○
健

康
推

進
課
専

門
職
と

の
連
携

に
よ
り

、
集
落

サ
ロ
ン

等
で
健

康
教

室
や

健
康
相
談

を
行
っ

た
。
 

　
・

実
績

　
5
3
回

　
延

5
70

人
 

○
健

診
と

そ
の
後

の
重
症

化
予
防

（
高
血

圧
症
）

及
び
健

康
状
態

不
明

者
対

象
者
に
訪

問
指
導

等
を
行

っ
た
。
 

　
・

実
績

　
3
1
人

１
 高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
 

○
高

齢
期

の
生

活
に

合
わ

せ
た

健
康

管
理

を
す

る
た

め
に

、
庁

内
関

係

課
（
健

康
推

進
課
・
保

険
年

金
課

）
と

の
連

携
に

よ
り

、
健

康
教

室
・

健
康

相
談

・
健

診
及

び
そ

の
後

の
保

健
指

導
等

の
実

施
を

継
続

し
、

意
識

啓
発

と
重

症
化

予
防

に
努

め
る

。
 

○
地

域
の

サ
ロ

ン
や

介
護

予
防

教
室

等
の

通
い

の
場

で
フ

レ
イ

ル
予

防

の
周

知
を

行
う

活
動

（
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
ロ

ー
チ

）
を

令
和

６
年

度
の

５
地

区
か

ら
、

市
内

全
地

区
で

の
実

施
に

拡
大

し
、

介
護

予
防

の
理

解
促

進
を

強
化

す
る

。

 
２
 介

護
予
防
の
意
識
啓
発
・
広
報
と
機
会
拡
充
 

○
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
や
生

活
支
援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
と

連
携

し
て
、

介
護
予

防
教
室

を
未
実

施
の
サ

ロ
ン
や

自
治
公

民
館
に

働
き

か
け
、

開
催
へ

繋
げ
た

。
 

・
介
護

予
防
教

室
　
1
7
9
回

　
延

2
,2

9
5
人
 

○
な

ご
も

う
会
を

市
内

1
3
地

区
で
毎

月
２
回

実
施
し

た
ほ
か

、
元

気

あ
っ
ぷ

教
室
を

実
施
し

、
介
護

予
防
の

促
進
を

継
続
し

た
。
 

・
な
ご

も
う
会

27
9
回

　
参
加

実
人
数

18
2
人

　
延

2
,
86

9
人
 

・
元

気
あ
っ
ぷ

教
室
　

参
加
実

人
数

4
人
　
延

14
人
 

２
 介

護
予
防
の
意
識
啓
発
・
広
報
と
機
会
拡
充
 

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

介
護

予
防

教
室

に
つ

い
て

、
健

康

づ
く

り
や

フ
レ

イ
ル

予
防

の
必

要
性

を
広

く
伝

え
る

た
め

に
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
連

携
し

て
、

未
実

施
の

自
治

公
民

館
で

の
開

催
を

引
き

続
き

働
き

か
け

る
。
 

○
市

直
営

の
介

護
予

防
事

業
（

な
ご

も
う

会
・
元

気
あ

っ
ぷ

教
室

）
に

つ

い
て

、
よ

り
効

果
的

な
事

業
と

な
る

よ
う

検
討

し
、

試
行

す
る

。
 

○
な

ご
も

う
会

事
業

の
周

知
方

法
を

工
夫

し
、

参
加

者
の

増
加

を
目

指

す
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
３
 介

護
予
防
の
機
能
強
化
 

○
通

い
の

場
（
な

ご
も
う

会
・
集

落
サ
ロ

ン
等
）

に
お
い

て
、
意

向
に

沿
っ
た

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ
ン

専
門
職

を
派
遣

し
、
参

加
者
へ

講

義
・
指

導
を
行

っ
た
。
 

○
北

谷
地

区
に
お

い
て
、

新
規
の

自
治
公

民
館
や

地
区
サ

ロ
ン
に

お
い

て
介

入
を
行
っ

た
。
 

○
鳥

取
県

総
合
事

業
支
援

員
と
県

と
共
に

、
新
た

な
サ
ー

ビ
ス
の

創
設

（
短

期
集
中
予

防
サ
ー

ビ
ス
）

に
つ
い

て
情
報

収
集
・

研
究
を

行
っ

た
。

３
 介

護
予
防
の
機
能
強
化
 

○
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
協

力

し
、
通

い
の

場
（
な

ご
も

う
会
・
集

落
サ

ロ
ン

等
）
へ

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
の

介
入

の
機

会
を

増
や

し
、

介
護

予
防

を
促

進
す

る
。
 

○
専

門
職

に
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
環

境
作

り
と

し
て

、
協

力
団

体
の

名

簿
作

成
を

行
い

サ
ロ

ン
等

に
提

供
す

る
。
 

○
鳥

取
県

総
合

事
業

支
援

員
と

連
携

し
、

助
言

・
指

導
を

受
け

な
が

ら

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
（

短
期

集
中

予
防

サ
ー

ビ
ス

）
を

創
設

す
る

。
 

 

 
４
 軽

度
認
定
者
へ
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
取
組
み
 

○
軽

度
認

定
者
が

住
み
慣

れ
た
地

域
で
生

活
を
続

け
ら
れ

る
よ
う

、
介

護
予
防

・
総
合

事
業
の

対
象
者

に
対
し

て
、
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ

ー
が
ケ

ア
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
支
援

を
行
っ

た
。
 

○
高

齢
者

の
自
立

に
向
け

た
ケ
ア

プ
ラ
ン

を
作
成

す
る
た

め
、
多

職
種

（
薬
剤

師
・
理

学
療
法

士
等
）

が
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
に

対
し
専

門
的

な
助
言

を
与
え

る
地
域

ケ
ア
会

議
（
自

立
支
援

型
）
を

開
催
し

連
携

強
化
を

図
っ
た

。
 

　
・

実
績

　
９
回

　
事
例

数
　
1
8
ケ
ー
ス
 

○
地

域
ケ

ア
会
議

の
事
例

提
出
者

を
居
宅

・
小
規

模
多
機

能
の
ケ

ア
マ

ネ
ジ
ャ

ー
ま
で

拡
大
し

た
。

４
 軽

度
認
定
者
へ
の
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
に
資
す
る
取
組
み
 

○
軽

度
認

定
者

の
自

立
、

ま
た

は
重

度
化

防
止

の
た

め
、

地
域

包
括

支

援
セ

ン
タ

ー
に

よ
り

必
要

な
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
支

援
を

継
続

す

る
。
 

○
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

質
の

向
上

を
図

る
た

め
、

地
域

ケ
ア

会
議

を

活
用

し
、

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

る
。

12



実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ④認知症との共生と予防
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

○認知症があっても、高齢者が尊厳を保ちながら希望を持って自分らしく生活を送ることができ、家族も安心して社
会生活を営むことができる「共生」と認知症の発症や発症後の進行を緩やかにする「予防」を両輪とし、関係機関や
地域住民等を含めた総合的な対策を進めます。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法            

＜現状＞
○本市の65歳以上の高齢者で要介護・要支援認定者のうち、認知症の人の割合は令和５年３月末現在で66.5％、増加傾向にありま
す。
○認知症サポーターの養成状況は、延べ14,920人となっています。
〇地域包括支援センターによる介護予防教室において、認知症予防に関する内容を取り入れて開催しています。
○地域ケア会議では、一人暮らし（日中独居を含む）の認知症高齢者の困りごとや近隣トラブルに関して開催する件数が増えてい
ます。
○認知症高齢者等で行方不明になる心配のある人の事前登録制度の活用と見守りシールの作成・配布を行っています。
○「認知症に関する相談窓口を知っている」人の割合は36.7％です。
○在宅介護者の認知症状への不安は大きなものがあります。在宅介護者の約３割（要介護１・２の人の介護者に限ってみると約５
割）の人が、認知症状への対応に不安を感じています。
〇本人の声を聞く会の「本人ミーティング」や本人や家族、支援している関係者が集まり楽しく集う会の「中部にっこりの会」の
活動を通じて、本人・家族の思いの把握と参加者同士の交流を図っています。また、認知症の人を介護する家族の集いを実施して
います。

＜課題＞
○認知症への正しい知識と認知症の人に関する正しい理解の普及が、より一層必要です。しかし、認知症の相談窓口として、市長
寿社会課や地域包括支援センター等が浸透していない状況があります。
○関係機関・支援者の連携により、早期の段階から適切な治療や介護を地域で受けられ、状態に応じた支援が継続できることが必
要です。
○認知症の人が社会から孤立せず過ごせる取組と、家族の負担を軽減する取組が必要です。
○介護者の特性に応じた集いの場の拡充が必要です。
〇若年認知症の人への就労継続の支援が必要です。

○認知症への正しい理解の促進
○共生と予防の促進（見守り・支援）
○共生と予防の促進（社会参加・家族介護支援の強化、若年性認知症への支援）
○共生と予防の促進（予防）

現状値
（R４年度）

目標値
（R６年度）

目標値
（R７年度）

目標値
（R８年度）

計画 － 150 170 190

実績 137 105

計画 － 20 30 40

実績 0 0

計画 － 15,300 15,600 16,000

実績 14,920 15,620

指標名

認知症に関する相談件数
【件】

認知症予防教室の参加者数
【人】

認知症サポーター養成講座の
延べ参加者数【人】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 

 
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
④
認
知
症
と
の
共

生
と
予
防
 

 認
知
症
が
あ
っ

て
も
、
高
齢
者
が
尊
厳

を
保

ち
な

が
ら

希
望

を
持

っ
て

自
分

ら

し
く
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
、
家
族
も

安
心

し
て

社
会

生
活

を
営

む
こ

と
が

で

き
る
「
共
生
」
と
認
知
症
の
発
症
や
発
症

後
の
進
行
を
緩
や

か
に
す
る
「
予
防
」
を

両
輪
と
し
、
関
係
機
関
や
地
域
住
民
等
を

含
め
た
総
合
的
な

対
策
を
進
め
ま
す
。
 

 （
計
画
書

P5
6～

P5
9）

 

１
 認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
促
進
 

○
学

校
、
地

域
で
の

認
知
症

認
知
症

サ
ポ
ー

タ
ー
養

成
講
座

を
実
施

し
、
新
規

の
高
等

学
校
で

も
実
施

で
き
た

。
 

・
養
成
講

座
23

回
　

延
53

9
人
、
絵

本
教
室

9
校
　

30
5
人
 

○
企

業
な
ど

に
声
掛

け
や
チ

ラ
シ
を

配
布
し

、
認
知

症
サ
ポ

ー
タ
ー

養
成
講
座

受
講
を

勧
奨
し

た
。
 

○
「

認
知
症

ケ
ア
パ

ス
」
を

見
直
し

、
改
訂

版
を
作

成
し
た

。
 

○
９

月
の
世

界
ア
ル

ツ
ハ
イ

マ
ー
月

間
に
合

わ
せ
て

、
啓
発

イ
ベ
ン

ト
「
希
望

の
花
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

を
実
施

。
農
業

高
等
学

校
・
介

護
事
業
所

と
共
催

し
た
。

活
動
内

容
を
市

報
や
生

活
情
報

誌
「
く

ら
ら
」
に

掲
載
し

た
。
 

○
エ

ン
デ
ィ

ン
グ
ノ

ー
ト
「

わ
た
し

の
未
来

ノ
ー
ト

」
の
活

用
、
人

生
会
議
（

Ａ
Ｃ
Ｐ

）
に
つ

い
て
介

護
予
防

教
室
等

で
関
係

者
や
住

民
へ
の
研

修
を
行

っ
た
。

１
 認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
の
促
進
 

○
学

校
や

企
業

へ
認

知
症

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

養
成

講
座

の
周

知
を

継

続
し

、
受

講
者

の
拡

大
を

図
り

、
認

知
症

へ
の

正
し

い
理

解
を

促
進

す
る

。
 

○
改

訂
版

の
「

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
」

を
介

護
予

防
教

室
等

で
の

住
民

へ

周
知

に
活

用
し

、
理

解
を

促
進

す
る

。
 

○
９

月
の

世
界

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
月

間
に

合
わ

せ
て

、
認

知
症

へ
の

理

解
を

深
め

る
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

を
継

続
し

、
広

く
啓

発
を

行
う

。
 

○
引

き
続

き
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

「
わ

た
し

の
未

来
ノ

ー
ト

」
の

活

用
、
人

生
会

議
（
Ａ

Ｃ
Ｐ

）
に

つ
い

て
介

護
予

防
教

室
等

で
関

係
者

や

住
民

へ
の

研
修

を
行

い
、
権

利
擁

護
に

関
す

る
普

及
・
啓

発
を

行
う

。

 
２
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
見
守
り
・
支
援
）
 

○
認

知
症
高

齢
者
個

別
ケ
ー

ス
に
つ

い
て
継

続
し
て

地
域
ケ

ア
（
個

別
）
会
議

を
開
催

し
た
。
 

　
・

認
知
症

ケ
ー
ス

に
係
る

地
域
ケ

ア
会
議

　
７
回

　
 

○
認

知
症
地

域
支
援

推
進
員

を
中
心

に
、
個

別
ケ
ー

ス
に
つ

い
て

「
チ
ー
ム

オ
レ
ン

ジ
」
を

結
成
し

、
支
援

者
間
の

連
携
を

図
り
な

が
ら
支
援

を
行
っ

た
。
 

２
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
見
守
り
・
支
援
）
 

○
認

知
症

高
齢

者
個

別
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

地
域

の
見

守
り

・
支

援
を

求

め
る

た
め

の
地

域
ケ

ア
（

個
別

）
会

議
の

有
効

性
を

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
等

関
係

者
に

周
知

し
、

利
用

促
進

を
図

る
。
 

○
地

域
で

の
見

守
り

と
し

て
、

認
知

症
の

方
や

家
族

と
身

近
な

支
援

者

を
つ

な
ぐ

仕
組

み
の
「

チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
」
の

取
組

を
推

進
し

、
支

援

者
間

の
連

携
を

図
る

。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
  

○
認

知
症
高

齢
者
等

事
前
登

録
制
度

に
お
い

て
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー

ド
入
り

の
見
守
り

シ
ー
ル

の
配
布

を
実
施

し
た
。
 

　
・

登
録
者

数
　
4
5
人

　
（
R
7
.3

.
31

現
在

）

○
認

知
症

高
齢

者
等

事
前

登
録

制
度

の
さ

ら
な

る
周

知
に

努
め

、
制

度

を
必

要
と

す
る

人
の

登
録

の
拡

大
を

図
る

。
 

○
警

察
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
情

報
を

共
有

し
、

連
携

し
て

対

応
す

る
。

 
３
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
社
会
参
加
・
家
族
介
護
支
援
の
強

化
、

若
年
性
認
知
症
へ
の
支
援

）
 

○
家

族
の
集

い
を
毎

月
１
回

（
倉
吉

・
関
金

会
場
）

継
続
し

て
実
施

し
た
。
 

・
倉
吉
会

場
1
2
回
、

関
金
会

場
４
回
 

○
本

人
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
や
中

部
に
っ

こ
り
の

会
、
認

知
症
カ

フ
ェ
に

て
本
人
や

家
族
の

思
い
を

聞
い
た

り
、
参

加
者
同

士
の
交

流
を
実

施
し
た
。

３
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
社
会
参
加
・
家
族
介
護
支
援
の
強
化
、
若

年
性
認
知
症
へ
の
支
援

）
 

○
家

族
の

集
い

等
、

本
人

や
家

族
の

思
い

を
聞

く
場

や
、

参
加

者
同

士

の
交

流
を

図
る

機
会

を
継

続
実

施
す

る
。
 

○
引

き
続

き
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
効

果
を

高
め

る
た

め
、

男
性

介

護
者

・
若

年
介

護
者

な
ど

介
護

者
の

特
性

に
応

じ
た

集
い

を
企

画
実

施
す

る
。
 

○
雇

用
主

へ
の

相
談

支
援

や
、

専
門

機
関

と
連

携
し

た
支

援
が

行
え

る

体
制

づ
く

り
を

検
討

し
具

体
化

す
る

。
 

 
４
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
予
防
）
 

○
T
D
AS

・
も

の
忘
れ

プ
ロ
グ

ラ
ム
を

、
健
診

・
介
護

予
防
教

室
な
ど

で
実
施
し

た
。
 

　
・

延
15

0
人
 

○
生

活
習
慣

病
の
予

防
啓
発

に
つ
い

て
、
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

が
作
成
し

た
媒
体

を
活
用

し
、
介

護
予
防

教
室
等

で
啓
発

を
行
っ

た
。
 

４
 共

生
と
予
防
の
促
進
（
予
防
）
 

○
認

知
症

予
防

教
室

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

必
要

な
見

直
し

を

行
う

。
 

○
引

き
続

き
T
DA
S
・

も
の

忘
れ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、
健

診
・

介
護

予
防

教

室
・
通

い
の

場
・
各

種
イ

ベ
ン

ト
な

ど
、
多

様
な

機
会

を
通

じ
て

積
極

的
に

活
用

し
、

意
識

啓
発

・
早

期
発

見
に

取
り

組
む

。
 

○
ハ

イ
リ

ス
ク

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

対
策

と
し

て
、

県
の

予
防

プ
ロ

グ

ラ
ム

の
活

用
を

検
討

す
る

。
 

○
介

護
予

防
教

室
等

で
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

を
用

い
て

相
談

窓
口

の
周

知

強
化

を
図

る
。
 

○
認

知
症

を
テ

ー
マ

に
し

た
講

演
会

や
映

画
の

上
映

、
地

域
で

の
研

修

会
な

ど
を

企
画

し
、

啓
発

の
促

進
を

す
る

。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ⑤成年後見制度の利用促進と権利擁護の充実
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

〇認知症等により判断能力が低下しても、高齢者本人の意思や希望が尊重され、それを適切に反映する身上監護と財
産管理を支援する成年後見制度の利用を促進するとともに、個々の特性に応じた意思決定能力への配慮を踏まえた権
利擁護の取り組みを推進します。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法               

＜現状＞
○独居や認知症の高齢者が年々増加しているのに対し、判断能力が低下した高齢者等の法定代理人として活動できる成年後見人の
役割を担うべき専門職（弁護士、司法書士、社会福祉士等）の人数は増えていません。
○養護者からの虐待、施設従事者からの虐待は、ともに年々件数が増加してきており、また内容が複雑化しているケースも増加し
ています。
〇高齢者を狙った特殊詐欺等の手口が巧妙化しており、高齢者の消費者被害報告が依然後を絶ちません。
＜課題＞
○専門職以外の一般市民でも、研修等を受講し登録することにより後見人としての活動を行うことができる「市民後見人」の養成
が必要です。
○虐待防止のための取り組み（早期発見、早期対応）を強化する必要があります。
○消費者被害防止に向けた取り組みの強化と体制づくりが必要です。

○成年後見制度の利用促進
○高齢者虐待の防止
○消費者被害防止ネットワークの体制づくり

指標名
現状値

（R４年度）
目標値

（R６年度）
目標値

（R７年度）
目標値

（R８年度）

計画 － 400 420 440

実績 388 394

計画 － 8 10 10

実績 7 15

権利擁護に関する相談件数
【件】

市民後見人受任件数
【人】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
⑤

成
年

後
見

制
度

の
利

用
促

進
と

権
利

擁
護
の
充
実
 

 認
知

症
等

に
よ

り
判

断
能

力
が

低
下

し
て
も
、
高
齢
者
本
人
の
意
思
や
希
望
が

尊
重
さ
れ
、
そ
れ
を
適
切
に
反
映
す
る
身

上
監

護
と

財
産

管
理

を
支

援
す

る
成

年

後
見

制
度

の
利

用
を

促
進

す
る

と
と

も

に
、
個
々
の
特
性
に
応
じ
た
意
思
決
定
能

力
へ

の
配

慮
を

踏
ま

え
た

権
利

擁
護

の

取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。
 

 

（
計
画
書

P6
0～

P6
2）

 

１
 成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
 

○
市

民
向
け

啓
発
研

修
会
や

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
を
通

じ
て
、

市
民
へ
制

度
の
周

知
を
行

っ
た

。（
啓

発
研
修

4
4
名
）
 

○
市

民
後
見

人
養
成

講
座
を

開
催
し

、
制
度

の
周
知

や
後
見

人
等
の

養
成
を
行

っ
た

。（
養

成
講
座

1
0
名
）
 

○
中

部
成
年

後
見
支

援
セ
ン

タ
ー
の

運
営
を

委
託
し

、
認
知

症
高
齢

者
等
の
権

利
擁
護

を
図
っ

た
。
 

○
成

年
後
見

制
度
利

用
支
援

事
業
を

実
施
し

、
市
長

に
よ
る

申
立
て

を
行
っ
た

ほ
か
、

報
酬
を

負
担
す

る
こ
と

が
困
難

な
方
に

つ
い
て

費
用
の
助

成
を
行

っ
た
。
 

（
市
長
申

立
　
2
件
、
申

立
助
成

　
5
件
、
報

酬
助
成

　
1
9
件

）
 

○
制

度
利
用

に
向
け

、
関
係

機
関
と

協
議
し

、
連
携

強
化
や

支
援
の

方
法
等
を

検
討
し

た
。

１
 成

年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
 

○
後

見
人

等
の

受
任

者
不

足
を

防
ぐ

た
め

、
市

民
後

見
人

の
養

成
を

行

う
。
 

○
成

年
後

見
制

度
の

利
用

促
進

に
向

け
、

市
民

へ
制

度
の

周
知

、
相

談

窓
口

の
周

知
を

行
う

。
 

○
成

年
後

見
制

度
の

活
用

を
図

る
た

め
、

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

を

進
め

る
。
 

○
成

年
後

見
制

度
を

必
要

と
す

る
人

が
制

度
を

利
用

で
き

る
よ

う
、

報

酬
助

成
の

要
件

見
直

し
を

進
め

る
。

 
２
 高

齢
者
虐
待
の
防
止
 

○
介

護
支
援

専
門
員

向
け
に

意
思
決

定
支
援

の
研
修

会
を
開

催
。

２
 高

齢
者
虐
待
の
防
止
 

○
市

民
、

支
援

機
関

、
事

業
者

向
け

の
研

修
を

行
い

知
識

の
醸

成
を

行

い
、

虐
待

の
防

止
を

図
る

。
 

○
県

等
で

開
催

さ
れ

る
虐

待
対

応
の

研
修

会
に

市
や

地
域

包
括

支
援

セ

ン
タ

ー
の

職
員

が
参

加
し

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
す

。

 
３
 消

費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
づ
く
り
 

○
情

報
共
有

会
議
に

参
加
し

、
関
係

機
関
と

の
連
携

体
制
を

構
築

し
、
問
題

の
傾
向

や
課
題

の
共
有

を
行
っ

た
。
 

○
サ

ロ
ン
や

教
室
等

で
消
費

者
被
害

防
止
に

つ
い
て

周
知
を

行
っ

た
。

３
 消

費
者
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体
制
づ
く
り
 

○
消

費
者

被
害

情
報

共
有

会
議

に
参

画
し

、
引

き
続

き
関

係
機

関
と

の

関
係

を
強

化
し

、
連

携
し

て
対

応
を

行
う

。
 

○
住

民
へ

の
消

費
者

被
害

防
止

に
つ

い
て

の
周

知
・

啓
発

を
継

続
し

、

被
害

の
発

生
を

抑
制

す
る

。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ⑥高齢者のニーズに適した住まいの確保
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

○高齢者が、住み慣れた地域において、高齢者の状態にあった住まいを安定的に確保でき、必要なニーズに対応した
サービスを利用できる環境づくりを進めます。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法               

＜現状＞
○収入が少ない、または保証人や身元引受人となりうる親族がいない等の理由で、賃貸住宅や公営住宅に入居できない高齢者が
います。
○令和５年度から、市営住宅応募の際に、民間保証会社による「家賃等法人補償制度」が利用できるようになりました。
〇賃貸住宅、公営住宅等に入居中の独居高齢者等の緊急時（入院・死亡時）の対応に、貸主が不安・負担を増大させています。
（入退院時の手続き、葬儀、家財処分等）
○要介護・要支援認定者の在宅生活継続を支援するため、低所得者を対象とした高齢者居住環境整備事業及び、介護保険の住宅
改修サービスを行っています。
○後期高齢者の増加に伴い、認知症高齢者や日常的に介護を必要とする中重度認定の高齢者の増加が見込まれます。

＜課題＞
○身元保証、家賃補助制度等の支援制度の検討が必要です。
○貸主側の支援制度の検討が必要です。
○居住と福祉など制度枠を越えて連携した支援が必要です。
○介護予防や機能訓練等の視点、また介護者側の負担軽減の視点も含めた居住環境整備が必要です。
○専門職の意見を取り入れた、介護予防、自立支援に向けての制度活用手法の検討が必要です。
○日常的に介護を要するようになっても、住み慣れた地域で住み替えられる住まいの確保が必要です。
○自宅と介護施設の中間的な住まい方についても普及を図っていくことが必要です。

○身元保証・家賃補助に係る支援
〇円滑な賃貸借のための貸主側への支援
○高齢者居住環境整備事業・住宅改修の適正利用の促進
〇要介護高齢者の状態に対応した住まいの確保

指標名
現状値
（R４年度）

目標値
（R６年度）

目標値
（R７年度）

目標値
（R８年度）

計画 － 5 7 10

実績 4 1

計画 － 2 3 5

実績 0 1

居住環境整備事業の
周知を図った回数【回】

居住環境整備件数【件】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 

 
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
⑥

高
齢

者
の

ニ
ー

ズ
に

適
し

た
住

ま

い
の
確
保
 

 高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
、
高
齢
者
の
状
態
に
あ
っ
た
住
ま

い
を
安
定
的
に
確

保
で
き
、
必
要
な
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
 

 

（
計
画
書

P6
2～

P6
3）

 

１
 身

元
保
証
・
家
賃
補
助
に
係
る
支
援
 

○
研

修
会

等
に
参

加
し
、

他
地
区

の
取
組

事
例
を

研
究
し

、
中
部

成
年

後
見
支

援
セ
ン

タ
ー
等

と
情
報

を
共
有

し
た
。
 

＜
建

築
住

宅
課
＞
 

○
市

営
住

宅
入
居

の
際
の

保
証
人

に
つ
い

て
民
間

保
証
を

利
用
で

き
る

よ
う

に
し
、
保

証
人
が

居
な
く

て
も
応

募
が
可

能
と
な

っ
て
い

る
。
 

・
実

績
　
０

人
 

○
住

宅
確

保
要
配

慮
者
が

専
用
住

宅
に
入

居
す
る

場
合
に

、
家
賃

補
助

を
行

っ
て
い
る

。
 

・
実

績
　
８

人

１
 身

元
保
証
・
家
賃
補
助
に
係
る
支
援
 

○
鳥

取
県

居
住

支
援

協
議

会
と

連
携

し
、

引
き

続
き

住
宅

確
保

要
配

慮

者
の

住
宅

確
保

へ
の

支
援

を
行

う
。
 

○
建

築
住

宅
課

と
連

携
し

、
住

ま
い

の
確

保
に

関
す

る
必

要
な

支
援

を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
制

度
の

見
直

し
・
創

設
を

検
討

す
る

。

 
２
 円

滑
な
賃
貸
借
の
た
め
の
貸
主
側
へ
の
支
援
 

＜
建

築
住

宅
課
＞
 

○
住

宅
確

保
要
配

慮
者
が

専
用
住

宅
に
入

居
す
る

場
合
に

、
家
賃

補
助

を
行

い
、
貸
主

へ
の
支

援
を
行

っ
た
。
 

　
・

実
績

　
８
人
 

○
専

用
住

宅
を
改

修
す
る

場
合
に

、
補
助

金
を
交

付
し
て

い
る
。
 

　
・

実
績

　
０
件

２
 円

滑
な
賃
貸
借
の
た
め
の
貸
主
側
へ
の
支
援
 

○
建

築
住

宅
課

と
連

携
し

、
現

在
の

支
援

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

福

祉
・

司
法

の
観

点
も

含
め

た
貸

主
側

の
支

援
制

度
の

見
直

し
、

新
設

を
検

討
す

る
。
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
３
 高

齢
者
居
住
環
境
整
備
事
業
・
住
宅
改
修
の
適
正
利
用
の
促
進
 

○
介

護
保

険
住
宅

改
修
及

び
居
住

環
境
整

備
事
業

を
実
施

し
た
。
 

　
・

居
住

環
境
整

備
事
業

１
件
、

介
護
保

険
住
宅

改
修

2
0
9
件
 

○
住

宅
改

修
計
画

に
つ
い

て
、
専

門
職
（

介
護
支

援
専
門

員
）
が

事
前

に
確

認
・
助
言

を
行
う

こ
と
に

よ
っ
て

自
立
支

援
に
向

け
て
有

効
な

住
宅

改
修
と
な

る
よ
う

支
援
を

行
っ
た

。
 

○
ケ

ア
マ

ネ
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
会
議

で
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
に

対
し
て

制
度

の
周

知
を
図
っ

た
。
 

３
 高

齢
者
居
住
環
境
整
備
事
業
・
住
宅
改
修
の
適
正
利
用
の
促
進
 

○
専

門
職
（
介

護
支

援
専

門
員

）
に

よ
る

相
談

対
応

を
行

い
、
有

効
な

住

宅
改

修
と

な
る

よ
う

支
援

し
、

引
き

続
き

本
人

の
自

立
し

た
生

活
や

介
護

家
族

の
負

担
軽

減
に

取
り

組
む

。

 
４
 要

介
護
高
齢
者
の
状
態
に
対
応
し
た
住
ま
い
の
確
保
 

○
状

態
に

応
じ

て
、

介
護

保
険

の
居

住
系

サ
ー

ビ
ス

や
施

設
系

サ
ー

ビ

ス
を
適

用
し
、

ニ
ー
ズ

に
応
じ

た
住
ま

い
の
供

給
を
図

っ
た
。
 

４
 要

介
護
高
齢
者
の
状
態
に
対
応
し
た
住
ま
い
の
確
保
 

○
既

存
の

居
住

系
・
施

設
サ

ー
ビ

ス
等

の
役

割
や

、
高

齢
者
・
介

護
者

の

ニ
ー

ズ
、

地
位

的
な

バ
ラ

ン
ス

等
を

考
慮

し
な

が
ら

、
供

給
の

継
続

を
図

る
。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ⑦医療と介護の連携推進
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

〇医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることが
出来るよう、包括的かつ継続的な、切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築を目指し、医療機関と介護事業所の
関係者の連携を推進します。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法               

＜現状＞
○医療や介護の地域資源について、リーフレットやサイト掲載により周知を行っています。
〇自宅・介護施設等で亡くなる方が増えています。地域包括支援センター等による、在宅医療・介護連携に関する相談対応を行っ
ています。
○入退院時のルールを設けるなど、医療と介護の切れ間のない連携を促進しています。また、多職種・多機関の参加による研修や
意見交換等により情報共有を図っています。

＜課題＞
○医療や介護の地域資源について、量的な把握にとどまらない、質的な把握が必要です。
○在宅医療介護や看取りに関して、住民のニーズ把握や情報提供が必要です。
○入退院時の連携や、日常生活の在宅医療と介護の連携について、現状把握が必要です。
○医療と介護の関係者の相互理解や協働体制の把握と促進が必要であり、職能団体との連携体制づくりが必要です。
○入退院時の連携や、日常生活の在宅医療と介護の連携について、現状把握が必要です。

〇医療・介護の地域資源の把握と課題の抽出
〇在宅医療・介護関係者に関する相談支援と地域住民への普及・啓発
〇医療・介護関係者の情報共有・連携支援

指標名
現状値

（R４年度）
目標値

（R６年度）
目標値

（R７年度）
目標値

（R８年度）

計画 － 330 350 350

実績 323 266
医療に関する相談件数【件】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 

 
基
本
目
標
２
　
い
つ
ま
で
も
、
自
立
し
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
支
援

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
⑦
医
療
と
介
護
の

連
携
推
進
 

 

医
療

と
介

護
の

両
方

を
必

要
と

す
る

状
態
の
高
齢
者
が

、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分

ら
し

い
暮

ら
し

を
人

生
の

最
期

ま

で
続
け
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
、
包
括
的

か
つ
継
続
的
な
、
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医

療
と

介
護

の
提

供
体

制
の

構
築

を
目

指

し
、
医
療
機
関
と
介
護
事
業
所
の
関
係
者

の
連
携
を
推
進
し

ま
す
。
 

 （
計
画
書

P6
4～

P6
6）

 

１
 医

療
・
介
護
の
地
域
資
源
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
 

○
多

職
種
連

携
「
地

域
づ
く

り
し
ょ

い
や
の

会
（
し

ょ
い
や

の
会

）
」

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

上
で

公
開
し

て
い

る
中

部
地

区
の

介
護
・

医
療

等
関
係
機

関
の
情

報
を
一

斉
更
新

し
、
関

係
機
関

に
周
知

し
た
。
 

○
市

内
の

介
護

事
業
所

一
覧

を
作

成
し

、
包

括
及

び
介

護
事

業
所

に

周
知
し
た

。

１
 医

療
・
介
護
の
地
域
資
源
の
把
握
と
課
題
の
抽
出
 

○
し

ょ
い

や
の

会
の

取
組

を
継

続
し

、
関

係
機

関
間

の
連

携
を

促
進

す

る
と

と
も

に
、

連
携

の
支

障
と

な
る

事
由

を
適

宜
把

握
し

、
課

題
解

決
の

取
組

を
進

め
る

。
 

○
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

随
時

更
新

を
継

続
す

る
。

 
２
 在

宅
医
療
・
介
護
関
係
者
に
関
す
る
相
談
支
援
と
地
域
住
民

へ
の

普
及
・
啓
発
　
 

○
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

に
お
い

て
、
在

宅
医
療

・
介
護

連
携
に

関
す
る
相

談
対
応

を
行
っ

た
。
 

○
介

護
予
防

教
室
等

で
エ
ン

デ
ィ
ン

グ
ノ
ー

ト
「
わ

た
し
の

未
来
ノ

ー
ト
」
や

地
域
包

括
支
援

セ
ン
タ

ー
が
作

成
し
た

啓
発
用

媒
体
を

活
用
し
、

在
宅
医

療
介
護

・
看
取

り
、
人

生
会
議

（
Ａ
Ｃ

Ｐ
）
に

関
す
る
普

及
・
啓

発
を
行

っ
た
。

２
 在

宅
医
療
・
介
護
関
係
者
に
関
す
る
相
談
支
援
と
地
域
住
民
へ

の
普
及
・
啓
発
 

○
介

護
予

防
教

室
等

で
の
「
わ

た
し

の
未

来
ノ

ー
ト

」
を

活
用

し
た

、
在

宅
医

療
介

護
・
看

取
り

、
人

生
会

議
（

Ａ
Ｃ

Ｐ
）
に

関
す

る
普

及
・
啓

発
を

継
続

す
る

。
 

○
医

療
機

関
と

連
携

し
エ

ン
デ

ィ
ン

グ
ノ

ー
ト

「
わ

た
し

の
未

来
ノ

ー

ト
」

の
活

用
を

促
進

す
る

。

 
３
 医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連
携
支
援
 

○
関

係
者
間

の
顔
の

見
え
る

関
係
を

構
築
す

る
た
め

、
し
ょ

い
や
の

会
研
修
会

を
２
回

実
施

。（
コ

ロ
ナ
禍

に
よ
り

令
和
２

年
度
以

降

中
止
し
て

い
た
対

面
で
開

催
し
た

。
延
べ

1
6
8
人

が
参
加

）
 

○
居

宅
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー
や

医
療
機

関
に
対

し
、
入

退
院
調

整
手
順

や
医
療
介

護
連
携

に
関
す

る
ア
ン

ケ
ー
ト

を
実
施

。
身
寄

り
の
な

い
高
齢
者

へ
の
対

応
が
課

題
と
な

っ
て
い

る
現
状

を
把
握

し
た
。

３
 医

療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
・
連
携
支
援
 

○
し

ょ
い

や
の

会
研

修
会

を
継

続
し

、
情

報
共

有
、
関

係
構

築
を

図
る

。 

（
令

和
７

年
度

は
身

寄
り

の
無

い
者

の
支

援
を

テ
ー

マ
に

研
修

予
定

）
 

○
し

ょ
い

や
の

会
担

当
者

を
定

期
開

催
し

、
随

時
医

療
・

介
護

連
携

に

お
け

る
支

障
項

目
を

分
析

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
に

も
協

力
を

要
請

し
、

課
題

解
決

を
図

る
取

組
を

継
続

す
る

。
 

○
円

滑
な

関
係

機
関

の
連

携
に

資
す

る
た

め
、

関
係

機
関

間
の

情
報

共

有
を

促
す

取
組

を
進

め
る

。
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実施計画・自己評価シート（フェイスシート）

施策  ⑧介護保険制度の持続可能な運営
目的

現状と課題

第９期における具体的な取組

目標（事業内容、指標等）

目標の評価方法

〇介護が必要になったときには、安心して必要なサービスが利用できるよう、サービスの質の確保・向上と、給付の適正
化に取り組みます。

●時点 （  中間見直しあり ・ 年度で実績評価のみ ）
●評価の方法               

＜現状＞
○現在、利用者から寄せられる苦情の件数はわずかですが、利用者の声を活かして事業者とのトラブルを未然に防ぐ介護相談員派遣
事業など、介護サービスの質の向上を図っています。
○介護給付適正化事業として、国が示す以下の３事業を行っています。
 ①要介護認定の適正化、②ケアプラン点検、③医療情報との突合・縦覧点検
○介護サービス基盤の整備として、令和５年度に介護医療院１施設の整備に着手しており、令和６年度にサービス提供開始を予定して
います。
＜課題＞
○今後も介護給付費の増大が見込まれる中、介護保険制度の持続可能性を高めていくため、適正な制度運営が必要です。
○適正な介護サービスの推進については、利用者の介護保険制度への理解促進を図るとともに、介護サービス事業者・居宅介護支援
事業所等が適切に対応できるための取り組みが必要です。
○利用者が自らの意思で、介護サービスを選択できるための情報提供や苦情受付体制の充実が必要です。
○介護サービス事業所は、介護職員の高齢化や人材確保に苦慮しており、県をはじめとする関係機関と連携して、介護人材の確保等
を行っていく必要があります。

○介護サービスの基盤整備
・第９期における介護サービス基盤整備の方向

・日常生活圏域における介護サービス量の確保

○介護給付適正化事業
・要介護認定の適正化
・ケアプラン点検
・医療情報との突合・縦覧点検

○介護サービスの質の確保・向上
・地域の介護支援専門員への支援
・介護相談員派遣事業
・地域密着型サービス事業所の運営推進会議
・介護サービス事業所の指導・監査
・災害・感染症への備え
・介護の担い手確保
・情報提供体制の充実
・相談・苦情対応の充実
・低所得者への配慮

指標名
現状値
（R４年度）

目標値
（R６年度）

目標値
（R７年度）

目標値
（R８年度）

計画 － 65 70 70

実績 58 88

計画 － 10 10 10

実績 9 5

ケアプラン点検の件数【件】

（再掲）職能団体等と連携した
ケアプラン点検の件数【件】
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倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

■
基
本
理
念
　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
豊
か

に
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿
社
会
を
め
ざ
し
て

 

□
重
点
課
題
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

更
な
る
深
化
・
推
進

 

 
基
本
目
標
３
　
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
確
保
・
充
実

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
⑧
介
護
保
険
制
度

の
持
続
可
能
な
運
営
 

 

介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
安

心
し

て
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き

る
よ
う
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
確
保
・
向
上

と
、
給
付
の
適
正

化
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

 （
計
画
書

P6
7～

P7
2）

 

１
 介

護
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽの

基
盤
整
備
・
担
い
手
確
保
 

○
令

和
５

年
度

か
ら

着
手

し
て

い
た

介
護

医
療

院
の

整
備

に
つ

い

て
、
令
和

６
年
６

月
１
日

か
ら
サ

ー
ビ
ス

提
供
を

開
始
し

た
。
 

○
令

和
７

年
度

に
、
地

域
密

着
型

通
所

介
護

事
業

所
か

ら
小

規
模

多

機
能

型
居
宅

介
護

事
業

所
へ
の

転
換

を
１

事
業

所
程

度
予
定

し
て

い
る
。

１
 介

護
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ
の
基
盤
整
備
・
担
い
手
確
保
 

○
各

種
デ

ー
タ

の
収

集
・

分
析

・
共

有
を

継
続

す
る

。
 

（
人

口
・
年

齢
構

成
、
世

帯
、
認

定
、
給

付
、
医
・
介
・
障
・
住

整
備

状

況
な

ど
）
 

○
地

域
ケ

ア
会

議
、

協
議

体
、

い
き

い
き

長
寿

社
会

推
進

協
議

会
等

の

場
で

デ
ー

タ
を

共
有

す
る

。
 

○
第

10
期

計
画

用
の

ニ
ー

ズ
調

査
・

在
宅

介
護

実
態

調
査

を
実

施
す

る
。

 
２
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
 

○
介

護
保

険
制

度
の
仕

組
み

に
つ

い
て

、
コ

ミ
セ

ン
で

の
学

習
会

等

に
て

、
パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
活
用

し
て

周
知

を
行

い
、

住
民
の

理
解

促
進
を
図

っ
た
。
 

○
倉

吉
市

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
会

議
や

運
営

推
進

会
議

に
て

、
ケ

ア
マ

ネ

ジ
ャ

ー
に
「

倉
吉

市
ケ

ア
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
基

本
方

針
」
の

周
知

を
図
っ
た

。
 

○
令

和
７

年
４

月
１
日

か
ら

介
護

事
業

所
の

指
定

等
の

手
続

き
に

つ

い
て
、
オ

ン
ラ
イ

ン
で
の

申
請
を

可
能
と

し
た
。

２
 介

護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
・
向
上
 

○
介

護
保

険
の

し
く

み
の

住
民

理
解

促
進
 

　
コ

ミ
セ

ン
の

学
習

会
等

に
参

加
し

、
介

護
保

険
の

し
く

み
等

の
周

知

を
図

る
。
 

○
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

と
の

連
携
 

　
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
基

本
方

針
の

共
有

･
活

用
を

行
う

。
 

○
介

護
相

談
員

派
遣

事
業
 

　
必

要
な

感
染

予
防

対
策

を
講

じ
た

上
で

、
オ

ン
ラ

イ
ン

活
用

な
ど

状

況
に

応
じ

た
形

で
派

遣
を

実
施

す
る

。
 

○
事

業
所

と
の

連
携

・
情

報
共

有
 

　
運

営
推

進
会

議
の

活
用

を
図

る
。
 

　
事

業
所

の
運

営
指

導
を

計
画

的
に

行
い

、
回

数
を

増
や

す
。
 

○
事

業
所

の
事

務
負

担
軽

減
・

オ
ン

ラ
イ

ン
化
 

　
電

子
申

請
･届

出
シ

ス
テ

ム
の

利
用

促
進

を
す

る
。
 

　
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
各

種
様

式
の

掲
載

を
行

う
。

24



倉
吉
市
地
域
包
括
ケ

ア
推
進

計
画
（

第
９
期

倉
吉
市

高
齢
者

福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

 
　

【
進

捗
状
況

管
理
シ

ー
ト
】

 

 
施
策

令
和
６
年
度
　
取
組
状
況

今
後
の
方
針

 
３
 適

正
化
事
業
 

○
県

ケ
ア
マ

ネ
協
の

点
検
員

派
遣
事

業
を
活

用
し
、

居
宅
介

護
事
業

所
お
よ
び

小
規
模

多
機
能

型
居
宅

介
護
事

業
所
の

３
事
業

所
（
プ

ラ
ン
数
５

件
）
の

点
検
を

実
施
し

た
。

３
 適

正
化
事
業
 

○
ケ

ア
プ

ラ
ン

点
検
 

　
宿

泊
デ

イ
例

外
届

出
の

プ
ラ

ン
点

検
と

、
県

ケ
ア

マ
ネ

協
の

ケ
ア

プ

ラ
ン

点
検

支
援

事
業

を
活

用
し

た
ケ

ア
プ

ラ
ン

点
検

を
継

続
す

る
。
 

　
マ

ネ
協

派
遣

点
検

員
に

よ
る

点
検

を
継

続
す

る
。
 

　
点

検
結

果
は

研
修

会
な

ど
で

周
知

す
る

。
 

○
国

保
連

給
付

適
正

化
帳

票
の

活
用
 

　
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

へ
の

指
導

等
に

活
用

す
る

。
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令
和

６
年

度
歳

入
歳

出
決

算
書

 

歳
　

　
入

金
　

　
　

額
金

　
　

　
額

円
円

1
保

険
料

1
,1

0
7
,4

0
8
,4

0
0

5
県

支
出

金
7
4
5
,9

8
5
,1

9
5

1
介

護
保

険
料

1
,1

0
7
,4

0
8
,4

0
0

1
県

負
担

金
7
2
1
,4

9
7
,0

9
3

2
使

用
料

及
び

手
数

料
8
,2

9
0
,0

0
0

2
県

補
助

金
2
4
,4

8
8
,1

0
2

1
手

数
料

8
,2

9
0
,0

0
0

6
財

産
収

入
1
1
2
,7

2
3

3
国

庫
支

出
金

1
,3

3
7
,6

7
8
,5

6
7

1
財

産
運

用
収

入
1
1
2
,7

2
3

1
国

庫
負

担
金

9
6
3
,7

7
6
,5

2
7

7
繰

入
金

7
4
9
,8

4
3
,7

9
0

2
国

庫
補

助
金

3
7
3
,9

0
2
,0

4
0

1
一

般
会

計
繰

入
金

7
4
9
,8

4
3
,7

9
0

1
 調

整
交

付
金

3
0
8
,1

5
7
,0

0
0

2
基

金
繰

入
金

0

2 
地

域
支

援
事

業
交

付
金

(介
護

予
防

)
3
9
,5

1
6
,6

6
1

8
繰

越
金

1
7
9
,0

3
2
,1

8
8

3 
地

域
支

援
事

業
交

付
金

(包
括

・
任

意
)

1
2
,4

2
0
,3

7
9

1
繰
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介護事業所の開設と今後の施設整備について

１．令和６年度の介護事業所の開設について 

（１）ケアステーションはるかぜ 
  ○サービス種別：訪問介護 
  ○サービス提供：令和６年４月１日～ 

（２）介護医療院ふじい 
○ サービス種別：介護医療院 
○ サービス提供：令和６年６月１日～ 
○ 定員 19 名の小規模な介護医療院に該当し、中部地区では初となるサービス種別 

  ○ 長期療養を必要とする要介護高齢者に、医療と生活支援を提供する介護保険施設 

（３）みつば訪問看護ステーション 
○ サービス種別：訪問看護 
○ サービス提供：令和６年７月 29 日～ 

 

２．今後の施設整備について 

（１）地域密着型通所介護事業所の小規模多機能型居宅介護事業所へのサービス種別の転換 
  ○ 第９期計画に位置付けている施設整備 
  ○ 令和７年度に介護事業者選定に係る公募を予定 

（２）施設整備の方向性 
  ○ 本市の第１号被保険者数は、令和２年度末の 15,630 人をピークに、令和６年度末には 15,410 人

と減少している状況 
  ○ 一方で、一般的に介護サービスの利用者の割合が増えるとされている 85 歳以上の第１号被保険

者数は令和 20 年度まで増加する見込み 
  ○ 上記の人口推計を踏まえた上で、高齢者やその家族等の多様化するニーズに対応した、必要な

介護サービスを整備することを前提としながら、サービス種別の転換等による既存の介護事業所
の維持・継続を図りたい 
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第 10 期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定スケジュール

１．令和７年度 

（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

（２）在宅介護実態調査 

（３）在宅生活改善調査 ※今回調査から実施 

 

 
主な目的

要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握することで、 
地域診断に活用し、地域の抱える課題を特定すること

 

対象者
下記の方のうち、約 6,400 人（無作為抽出） 
○市内在住の 65 歳以上の要介護認定を受けていない方 
○要支援１または要支援２の方

 実施時期 11 月下旬～12 月上旬
 実施方法 郵送調査（Web フォームによる回答も可）
 

調査項目
国が示す基本項目およびオプション項目 
※市独自の調査項目の追加を検討中

 
主な目的

「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の就労継続」の実現 
に向けた介護サービスの在り方を検討すること

 

対象者
下記の方のうち、約 1,000 人（無作為抽出） 
○市内在住の 65 歳以上の要支援または要介護認定を受けている方で、更新・ 

区分変更申請をしている方（施設入所者を除く）
 実施時期 11 月下旬～12 月上旬
 実施方法 郵送調査（Web フォームによる回答も可）
 

調査項目
国が示す基本項目およびオプション項目 
※市独自の調査項目の追加を検討中

 

主な目的
「（自宅等にお住まいの方で）現在のサービス利用では、生活の維持が難しく 
なっている利用者」の実態を把握し、地域に不足する介護サービス等を検討 
すること

 

対象者
【事業所票】市内に所在地がある居宅介護支援事業所および小規模多機能型 

居宅介護事業所 計 21 事業所 
【利用者票】上記の事業所に所属する介護支援専門員 約 50 人

 実施時期 11 月下旬～12 月上旬
 

実施方法
対象事業所に Excel ファイルをメール送付し、回答をメールで返信してもらう
方式

 調査項目 国が示す基本項目
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第 10 期倉吉市高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定スケジュール

２．令和８年度 

（１）第１回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

（２）第２回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

（３）パブリックコメントの実施 

（４）第３回倉吉市いきいき長寿社会推進協議会 

 開催時期 ９月下旬
 

協議事項
○第９期計画の進捗状況の報告について 
○第 10 期計画の策定方針について

 開催時期 12 月頃
 

協議事項
○第 10 期計画(素案)について 
○第 10 期計画期間中の介護保険料(案)について 
○第１回協議会での助言および意見等の計画への反映について

 実施時期 １月上旬～下旬
 

協議事項
○市庁舎、出先機関およびコミセン等の窓口に配架 
○市ホームページに掲載

 
計画(案)

第２回協議会での助言および意見等を反映したもの 
※介護保険料の設定(案)は除く

 開催時期 ２月頃
 協議事項 パブリックコメントでの意見等を反映した計画（最終案）について
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地域包括支援センターの運営状況

１ 地域包括支援センターの設置状況

性別 地区人口 65歳以上 高齢化率
うつぶき地域包括支援センター 男 4,274 1,386 32.4%
倉吉市上井300 女 4,621 1,828 39.6%
（上北条・社・高城） 小計 8,895 3,214 36.1%
マグノリア地域包括支援センター 男 5,665 1,588 28.0%
倉吉市上井町1丁目2-1 女 6,357 2,198 34.6%
（上井・西郷・灘手） 小計 12,022 3,786 31.5%
倉吉中央地域包括支援センター 男 3,578 1,086 30.4%
倉吉市宮川町129 女 4,130 1,560 37.8%
（上灘・成徳） 小計 7,708 2,646 34.3%
明倫・小鴨地域包括支援センター 男 4,391 1,384 31.5%
倉吉市瀬崎町2714-1 女 4,937 2,044 41.4%
（明倫・小鴨） 小計 9,328 3,428 36.7%
かもがわ地域包括支援センター 男 2,633 1,070 40.6%
倉吉市関金町関金宿1115-2 女 2,753 1,324 48.1%

（北谷・上小鴨・関金） 小計 5,386 2,394 44.4%
男 20,541 6,514 31.7%
女 22,798 8,954 39.3%

合計 43,339 15,468 35.7%

人口

※人口は住民基本台帳登録者数（R7.3.31現在）

名称・所在地・担当地区

市全体
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２ 令和６年度 地域包括支援センターの活動実績

うつぶき マグノリア 倉吉中央 明倫・小鴨 かもがわ 合計
介護予防サービス計画 1,510 1,441 1,253 1,312 961 6,477 
（うち委託） (350 ) (541 ) (382 ) (279 ) (120 ) (1,672 )
介護予防ケアマネジメント 488 570 391 545 280 2,274 
（うち委託） (124 ) (148 ) (88 ) (136 ) (8 ) (504 )

1,998 2,011 1,644 1,857 1,241 8,751 
(474 ) (689 ) (470 ) (415 ) (128 ) (2,176 )

うつぶき マグノリア 倉吉中央 明倫・小鴨 かもがわ 合計
① 来所 96 172 20 368 602 1,258 
② 電話 1,250 2,048 1,330 3,533 2,509 10,670 
③ 訪問 1,568 1,313 1,320 1,465 1,123 6,789 
④ その他 112 179 163 37 402 893 

3,026 3,712 2,833 5,403 4,636 19,610 
① 本人・家族 574 536 525 1,755 1,191 4,581 
② 介護支援専門員 166 129 153 352 182 982 
③ 介護サービス事業所 247 517 258 958 521 2,501 
④ 行政関係者 152 207 73 340 237 1,009 
⑤ 医療機関（薬局含む） 155 213 191 455 226 1,240 
⑥ 民生委員・近隣・知人 52 55 30 67 110 314 
⑦ その他 22 7 21 13 48 111 
⑧ 包括自身から 1,658 2,048 1,582 1,463 2,121 8,872 

3,026 3,712 2,833 5,403 4,636 19,610 
介護相談 523 114 94 646 1,137 2,514 
（うち相談経路②） (23 ) (1 ) (6 ) (9 ) (38 ) (77 )
介護保険サービス 1,857 2,873 1,911 3,949 2,744 13,334 
（うち相談経路②） (96 ) (74 ) (105 ) (190 ) (113 ) (578 )
介護保険外サービス 213 231 394 357 449 1,644 
（うち相談経路②） (18 ) (19 ) (14 ) (7 ) (6 ) (64 )
認知症に関すること 161 174 211 522 144 1,212 
（うち相談経路②） (6 ) (3 ) (7 ) (17 ) (6 ) (39 )
精神保健福祉 39 1 102 49 1 192 
（うち相談経路②） (1 ) (0 ) (2 ) (1 ) (0 ) (4 )
虐待・権利擁護等 22 32 85 226 29 394 
（うち相談経路②） (1 ) (2 ) (6 ) (39 ) (2 ) (50 )
身体・病気等に関すること 1,076 673 343 2,187 871 5,150 
（うち相談経路②） (52 ) (10 ) (8 ) (40 ) (36 ) (146 )
ケアマネジメント支援等 128 171 13 74 0 386 
（うち相談経路②） (45 ) (58 ) (18 ) (36 ) (0 ) (157 )
事業所への支援・調整等 598 908 71 53 1 1,631 
（うち相談経路②） (21 ) (22 ) (1 ) (4 ) (0 ) (48 )
主治医との連絡等 240 66 99 76 9 490 
（うち相談経路②） (4 ) (4 ) (0 ) (3 ) (0 ) (11 )
その他 147 379 217 145 13 901 
（うち相談経路②） (1 ) (18 ) (1 ) (9 ) (1 ) (30 )

5,004 5,622 3,540 8,284 5,398 27,848 
(268 ) (211 ) (168 ) (355 ) (202 ) (1,204 )

１ 介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント事業

合計
（うち委託）

２ 総合相談支援事業

合計

合計

合計
（うち相談経路②）

件
数

①

②

相
談
件
数

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

相
談
経
路

相
談
内
容
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うつぶき マグノリア 倉吉中央 明倫・小鴨 かもがわ 合計
身体的虐待 0 0 5 38 7 50 
経済的虐待 0 2 0 20 0 22 
精神的虐待 0 0 0 0 4 4 
性的虐待 0 0 0 0 0 0 
介護放棄 0 0 4 11 0 15 

小計 0 2 9 69 11 91 
② 成年後見制度 16 23 67 138 4 248 
③ 地域福祉権利擁護事業 6 2 0 15 1 24 
④ 消費者被害 0 2 3 3 0 8 

22 29 79 225 16 371 
身体的虐待 0 0 6 6 3 15 
経済的虐待 0 2 0 3 0 5 
精神的虐待 0 0 0 0 0 0 
性的虐待 0 0 0 0 0 0 
介護放棄 0 0 1 2 0 3 

小計 0 2 7 11 3 23 
② 成年後見制度 3 3 11 11 0 28 
③ 地域福祉権利擁護事業 0 0 0 0 0 0 
④ 消費者被害 0 0 1 0 0 1 
⑤ 困難事例 0 0 0 0 0 0 
⑥ その他 0 0 0 0 0 0 

3 5 19 22 3 52 

うつぶき マグノリア 倉吉中央 明倫・小鴨 かもがわ 合計
① 地域住民を含む会議 5 2 6 0 3 16 
② ケアマネジメント支援会議 60 2 5 1 13 81 
③ 個別事例検討会 17 9 20 0 0 46 
④ 併給会議 5 3 4 4 4 20 
⑤ 倉吉市地域包括ケア会議 10 6 9 8 7 40 

97 22 44 13 27 203 
⑥ ｹｱﾏﾈﾈｯﾄﾜｰｸ会議、研修会 3 3 3 2 1 12 
⑦ 地域ネットワーク構築会議 2 5 14 0 2 23 
⑧ 地域関係者主催の会議 20 9 9 4 20 62 
⑨ 地位密着型運営推進会議 6 5 17 25 16 69 

31 22 43 31 39 166 

うつぶき マグノリア 倉吉中央 明倫・小鴨 かもがわ 合計
① 部会・管理者会 48 39 51 51 45 234 
② 居住環境整備事業 0 0 0 0 0 0 
③ その他の研修会・会議 49 28 49 125 54 305 
④ その他 34 9 28 8 49 128 

131 76 128 184 148 667 
① 主催 1 1 0 0 2 4 
② 共催 13 47 2 2 19 83 
③ 依頼 17 0 18 25 26 86 

31 48 20 27 47 173 
① チーム員会議 0 0 0 0 0 0 
② その他の会議 0 0 0 0 3 3 

0 0 0 0 3 3 

３ 権利擁護事業

合計

合計

４ 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業
会議等の開催・参加件数

合計

合計

５ その他の事業
会議等の開催・参加件数

合計

合計

合計

①
虐
待

①
虐
待

地
域
ケ
ア
会
議

会
議

会
議
等

介護
予防
教室

認知症初期
集中支援
推進事業

相
談
件
数

事
例
検
討
会
実
施
回
数
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